
令和６年度第１回東松島市総合教育会議 

 

日 時 令和６月８月２２日（木） 

午後３時から 

場 所 東松島市役所３０１会議室 

 

 

次  第 

 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ   東松島市長 渥 美  巖 

 

３ 議題 

 （１）報告事項 

   ①学校プールの利用状況について 

   ②中総体・吹奏楽コンクールの結果について  

   ③教育支援センターの現況について 

   ④朗誦・暗唱読本の作成について 

   

 （２）協議事項 

   ①全国学力・学習状況調査並びに全国標準学力テストの結果と本市の学力向上取

組について 

②目指す「１５歳の姿」を共有した取組について 

 

 （３）その他 

    

 

４ 閉会あいさつ  東松島市教育委員会教育長 志小田 美弘 

 

５ 閉会 

 

 

 



出席者名簿 

№ 役 職 名 氏   名 

１ 市   長 渥 美   巖 

２ 教 育 長 志小田 美 弘 

３ 
教 育 委 員 

（教育長職務代理者） 
木 村 和 彦 

４ 教 育 委 員 福 田 ゆかり 

５ 教 育 委 員 鹿 野 あい子 

６ 教 育 委 員 松 岡 勝 久 

 

【教育委員会部局】 

№ 役 職 名 氏   名  

１ 教育部長 山 縣   健 

２ 学校教育管理監 渥 美   眞佐男 

３ 教育総務課長 樋 熊 利 将 

４ 生涯学習課長 五ノ井 勝 浩 

５ 教育総務課指導主事 小 山 晴 美 

６ 教育総務課指導主事 前 田 尊 央 

７ 教育総務課長補佐 千 葉 純 一 

８ 教育総務課教育総務係長 菅 原  小百合 

９ 教育総務課学校教育指導員 青 山 博 之 

 

【市長部局】 

№ 役 職 名 氏   名 

１ 副市長 八 木 哲 也 

２ 総務部長 勝 又 啓 普 

３ 総務課長 奥 田 和 朗 

４ 総務課長補佐 木 村   薫 

５ 総務課市長公室長 柴 田 やす子 

６ 総務課市長公室長補佐兼秘書広報係長 山 田 美佐子 



学校プールの利用状況について

学校名 開放期間（土日除く）

授業期間 １７日 ６月１７日～７月１９日（２４日間）

夏季休業期間 　８日 ７月２２日～８月　２日（１０日間）

計 ２５日

授業期間 １２日 ６月２５日～７月１９日（１８日間）

夏季休業期間 　６日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 １８日

授業期間 　８日 ６月１２日～７月１９日（２７日間）

夏季休業期間 　５日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 １３日

授業期間 １３日 ６月１３日～７月１９日（２６日間）

夏季休業期間 　７日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 ２０日

授業期間 ２３日 ６月　３日～７月１９日（３４日間）

夏季休業期間 　５日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 ２８日

授業期間 ２０日 ６月１７日～７月１９日（２４日間）

夏季休業期間 　５日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 ２５日

授業期間 ２０日 ６月１７日～７月１９日（２４日間）

夏季休業期間 　８日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 ２８日

授業期間 　９日 ６月２４日～７月１９日（１９日間）

夏季休業期間 　１日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 １０日

授業期間 　８日 ６月　５日～７月１９日（３２日間）

夏季休業期間 　４日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 １２日

授業期間 １６日 ６月１７日～７月１９日（２４日間）

夏季休業期間 　４日 ７月２２日～７月３１日（８日間）

計 ２０日

授業期間 　６日 ７月　５日～７月１９日（１０日間）

夏季休業期間 　６日 ７月２２日～８月２日（１０日間）

計 １２日

鳴瀬未来中学校

利用日数

矢本東小学校

大曲小学校

赤井小学校

大塩小学校

矢本西小学校

赤井南小学校

鳴瀬桜華小学校

宮野森小学校

矢本第一中学校

矢本第二中学校
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令和６年度中総体・吹奏楽コンクール 東松島市内中学校結果 

種目 県大会出場校・出場者 県大会入賞 東北大会 全国大会 

ソフトテニス

男子 

団体 第２位 一中    

個人 第 3 位 鎌田・小松ペア（一中） 

    横山・齋藤ペア（二中） 

   

ソフトテニス

女子 

団体 第３位 一中    

個人 第３位 阿部・櫻井ペア（一中）    

バレーボール 女子 第２位 一中    

バスケットボール 男子 第１位 二中    

卓球男子 個人 ベスト８ 平舘 樹（一中） 

ベスト１６ 佐藤禮音（一中） 

      平井琉馬（一中） 

   

卓球女子 個人 ベスト１６ 鈴木千穂（未来中）    

柔道男子 団体 第１位 一中    

個人 50kg 級第１位 後藤健介（一中） 

55kg 級第１位 渥美天翔（一中） 

90kg 級  亀山修颯（一中） 

90kg 超級 木村琉雅（一中） 

第３位 

 

第３位 

第５位 

○ 

 

○ 

 

柔道女子 個人 第 1 位 安倍帆南（二中）    

剣道男子 団体 第 2 位 未来中 

第３位 一中 

   

個人 第 1 位 鈴木悠生（未来中） 第３位 ○  

剣道女子 団体 第１位 一中 

第３位 二中 

第５位   

個人 第２位 高橋琴音（一中） 

第 3 位 植木リノ（一中） 

第３位 尾﨑希良（二中） 

第３位 ○  

バドミントン男子 シングルス 第１位 高須賀颯人（二中）    

水泳男子 50m 自由形 第１位 藤原慧久（二中） 

第３位 石山遥真（一中） 

第５位   

100m 自由形 第３位 石山遥真（一中） 

氏家惇仁（一中）標準記録突破 

   

100m 平泳ぎ 第１位 藤原慧久（二中） 第７位   

200m メドレー 第１位 畠山 歩（二中） 第４位   

400m メドレー 第１位 畠山 歩（二中） 第３位 ○  

水泳女子 50m 自由形 第 2 位 伊藤花音（一中）    

100m 自由形 第 2 位 伊藤花音（一中）    
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種目 県大会出場校・出場者 県大会入賞 東北大会 全国大会 

陸上男子 110mＨ  第４位 松川風太（一中） 第５位   

１年 100m 第５位 中塩太智（二中）    

２年 100m 第２位 三浦暖斗（一中）    

３年 100m 第５位 歌川詩音（一中）    

200m 

第１位 熊谷拓人（一中） 

第３位 尾形凌輔（未来中） 

第４位 牧瀬悠生（二中） 

第７位   

400m 第５位 鈴木煌大（二中）    

800m 
阿部陽真（二中）標準記録突破 

第２位 濱田琉星（一中） 

  ○ 

１年 1500m 
第２位 齊藤龍馬（二中） 

第３位 今野晴太（一中） 

   

2・3 年 1500m 

第１位 阿部陽真（二中）※大会新  

第２位 奥田真紗輝（二中） 

第３位 佐藤柊那（一中） 

第５位 佐々木理空（一中） 

第１位 ○  

3000m 
第３位 酒井瑛太（一中） 

第５位 鈴木遼平（二中） 

   

走幅跳 第１位 庄子奏生（一中） 第８位   

4×100mR 第１位 一中    

陸上女子 ２年 100m 第４位 今野心珠（二中）    

100mＨ  第２位 白岩里彩（一中）    

200m 
第３位 太田実怜（未来中） 

第４位 田中杏南（二中） 

   

800m 
第１位 齋藤陽菜美（二中） 

第３位 氏家比呂（一中） 

   

1 年 1500m 第３位 関野咲來（一中）    

2・3 年 1500m 第４位 関野結來（一中）    

四種競技  第１位 尾形柑南（一中） 第４位 ○  

低 4×100mR 第３位 一中    

4×100mR 第２位 一中    

駅伝男子 第１位 二中 

第２位 一中 
10/2 

  

吹奏楽コンクール 金賞  二中 8/3・4   
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令和６年度 東松島市教育支援センター「ひがまつＢＡＳＥ」について  

 

１ 設置目的 

学校生活に困難を抱える児童・生徒の学校外における居場所づくりと学びの場の確保、学校復帰を含

む社会的自立に向けた相談体制の充実を図ることを目的とし、矢本駅前にあった「子どもの心のケアハウ

ス」を発展させる形で令和５年４月１日に旧蔵しっくパークに設置された。 

 

２ 職員等 

・所長兼スーパーバイザー１名（週５日）  ・学び指導員３名（週２日） 

・学び指導補助員１名（週４日）  ・心のケア相談員１名（週１日）  

・不登校相談員３名（各中学校に１名 週３日）  ・学校巡回相談員２名（週４日） 

※その他 ・県けやき支援員１名（週１日）  ・学生ボランティア（月１名・水２名・金１名） 

 

３ 児童生徒活動状況（R6.7 月末現在） 

（１）通所者 １８名（今年度１２名利用） 

  ①小学生 ６名（３年生１人，４年生２人，５年生１人，６年生２人）※内：復帰扱い２名 

  ②中学生１２名（１年生１人，２年生６人，３年生５人） 

（２）通所実績（４～７月１８０回）※１人１日で１回とカウント 

  ・４月：２０回 ・５月：４８回 ・６月：４８回 ・７月：７１回 

（３）通所時の主な活動 

①【心のサポート】近況・健康状態・心境についての情報収集と声掛け 

②【学びサポート】各自の計画に沿った自主学習の支援 

③【自立サポート】同年代・異年齢・大人との関わり活動（カードゲーム，卓球など）による社会性の育成 

（４）その他の活動 

①畑作業：花や夏野菜の栽培（水やり、雑草取り、収穫等） 

②マンガ・イラスト教室 ６月１３日（木） 

・プロの漫画家（Kanco さん）によるイラスト講座  

③ＢＡＳＥカフェ ６月１８日（火）（年４回予定） 

・保護者対象の子育て悩み相談 ２人参加  

④夏休みＢＢＱを楽しもう ７月２４日（水） 

・通所生とその家族、支援センター職員、教員等   

約３０人参加 

⑤いも煮会：松島自然の家で１０月２３日実施予定 

 

４ 移転の効果 

 ○敷地・建物内が広くなった。 

・個別の学習スペースを増やすことができたほか、新たに設置したピアノに親しむ生徒が見られるなど、

これまで以上に個に応じた対応が可能となった。 

・研修会等、多目的に使える「蔵」や、個別相談可能な部屋が確保され、使い勝手が大幅に良くなった。 

・縄跳びやバドミントンなどの軽運動ができるようになり、整備した畑での栽培活動も可能になった。 

・駐車場が確保され、教員等が気軽に訪問できるようになった。 
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朗誦・暗唱読本の作成について 

 

１．東松島市朗誦暗唱読本の活用の目的 

   児童生徒が古文・漢文・詩等のすぐれた文学作品の朗誦暗唱をとおして、言語

文化に親しみ、言語感覚を養い、豊かな感性を培うとともに、自分の考えを広げ

たり深めたりする読書に生かす。 

 

２．冊子概要（案） 

 ①小１～中３まで、１００程度の名文・詩等に出会えるようなもの → 知的文化

財産の蓄積 

 ②古典（文語文）をそれぞれの段階に入れる → 知的財産の蓄積 

 ③小学校低学年・中学年・高学年・中学校という構成 → 発達段階＋家庭 

 ④市民憲章・所属する小中学校の校歌を入れる → 本市で育った子供が読むもの 

 

３．活用方法（案） 

 ①朝読書・朝の会         ②校内放送 

 ③工夫した暗唱を校内で発表    ④ファミリー読書とリンクした親子朗誦暗唱 

 ⑤市図書館とのコラボレーション  ⑥コンテスト 

 

４．配布計画  

R7 年４月に配布 

 

５．編集委員 

 ・総括    矢本東小学校  相沢進校長 

 ・編集委員長 鳴瀬未来中学校 宍戸雅治校長 

 ・編集委員  各校から１名 
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１
．
Ｒ
６
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

小
学

校
の

正
答

率
（
％

）

教
科

本
市

宮
城

県
全

国

国
語

６
４

６
５

６
８

差
－

１
差

－
４

算
数

５
７

５
７

６
３

差
０

差
－
６

小
学

校
の

正
答

数
（
問

）

教
科

・
問

題
数

本
市

宮
城

県
全

国

国
語

１
４
問

９
．
０

９
．
１

９
．
５

差
－

０
．
１

差
－

０
．
４

算
数

１
６
問

９
．
１

９
．
２

１
０
．
１

差
―
０
．
１

差
－

１
．
０
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１
．
Ｒ
６
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果

中
学

校
の

正
答

率
（
％

）

教
科

本
市

宮
城

県
全

国

国
語

５
４

５
５

５
８

差
－

１
差

－
４

数
学

４
６

４
６

５
３

差
０

差
－
７

中
学

校
の

正
答

数
（
問

）

教
科

・
問

題
数

本
市

宮
城

県
全

国

国
語

１
５
問

８
．
１

８
．
２

８
．
７

差
－

０
．
１

差
－

０
．
６

数
学

１
６
問

７
．
４

７
．
４

８
．
４

差
０

差
－

１
．
０

Ｒ
６
に
お
い
て
小

学
国

語
・
算
数

、
中

学
国

語
・
数
学

と
も
に
、
ほ
ぼ

宮
城
県

平
均
と

同
程

度
の

数
値
と
な
っ
た
。
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全
国
学
力
・
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調
査
の
経
年
変
化

差
が

縮
ま
る
形
で
推

移
し
て
き
て
い
る
。
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無
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教
科
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小
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（
１
４
問

中
）

＋
１
２

＋
１
０

小
学

算
数
（
１
６
問

中
）

＋
７

＋
１
０

中
学

国
語
（
１
５
問

中
）

＋
９

＋
８

中
学

数
学
（
１
６
問

中
）

＋
４

＋
５

３
．
Ｒ
６
全
国
学
力
・
学
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に
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無
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粘
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強
く
学

習
に
取
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む
姿
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が
見

ら
れ
る
。
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４
．
本
市
が
実
施

す
る
全
国
標
準
学
力
調
査
（
４
月
・
１
２
月
の
結
果
）

（
１
）
「
達

成
率
」
か
ら
見
る
本

市
児

童
生

徒
の

実
態

達
成
率
＝
そ
の
時
点
で
習
得
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
学
力
に

達
し
て
い
る
割
合

小
学
校
の
評
定
：
３
段
階
の
２
・
３

中
学
校
の
評
定
：
５
段
階
の
３
・
４
・
５
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４
．
本
市
が
実
施

す
る
全
国
標
準
学
力
調
査
（
４
月
・
１
２
月
の
結
果
）

（
２
）
小

学
校
に
お
け
る
達

成
率
の

経
年
変

化

【
国

語
】
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４
．
本
市
が
実
施

す
る
全
国
標
準
学
力
調
査
（
４
月
・
１
２
月
の
結
果
）

（
２
）
小

学
校
に
お
け
る
達

成
率
の

経
年
変

化

【
算

数
】
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４
．
本
市
が
実
施

す
る
全
国
標
準
学
力
調
査
（
４
月
・
１
２
月
の
結
果
）

（
３
）
中

学
校
に
お
け
る
達

成
率
の

経
年
変

化

【
国

語
】

【
数

学
】
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４
．
本
市
が
実
施

す
る
全
国
標
準
学
力
調
査
（
４
月
・
１
２
月
の
結
果
）

（
４
）
「
主

体
的
な
学

習
態

度
の

結
果
」
か
ら
見
る
本

市
児

童
生
徒

の
実
態

「
主

体
的
な
学

習
態
度
の

結
果
」
か
ら
読
み

取
り
た
い
児

童
生

徒
の
力

学
び
に
向

か
う
力

粘
り
強

く
課

題
に
取

り
組

む
力

見
通
し
を
持

っ
て
学

習
を
調

整
す
る
力

自
分

の
考
え
を
表

現
し
よ
う
と
す
る
力

等
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４
．
本
市
が
実
施

す
る
全
国
標
準
学
力
調
査
（
４
月
・
１
２
月
の
結
果
）

（
５
）
同

一
集

団
の
「
主

体
的
な
学

習
態

度
の
結

果
」
の

全
国
と
の

差
（
経

年
変
化

）

国
語

算
数
・
数
学

全
国

学
力
・
学

習
状

況
調

査
の

無
解

答
率

の
低
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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５
．
ま
と
め

（
１
）
本

市
の

取
組

の
成

果
と
課
題

○
同
一
集
団
の
経
年
比
較
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
達
成
率
が
向
上

➡
学
習
内
容
を
身
に
付
け
て
い
る
児
童
生
徒
の
増
加

○
主
体
的
な
学
習
態
度
の
向
上

○
無
回
答
率
の
少
な
さ

➡
粘
り
強
く
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
向
上

△
題
意
を
捉
え
、
的
確
に
解
答
す
る
力
の
育
成
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５
．
ま
と
め

（
２
）
今

後
の

学
力

向
上

施
策

「
ひ
が

ま
つ
ス
タ
イ
ル

」
の

継
続

・
推

進

○
学
力
保
障
の

R-
PD

CA
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
個
に
応
じ
た
指
導

○
「
協
同
的
な
学
び
」
の
授
業
づ
く
り

○
家
庭
と
連
携
し
た
学
力
の
土
台
づ
く
り

読
書
・
運
動

○
生
活
を
整
え
る
取
組
「
で
め
こ
ん
」

（
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
「
東
松
島
ゴ
ー
ル
」
）
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目
指

す
「

１
５

歳
の

姿
」
を

共
有

し
た

取
組

に
つ

い
て

<小
中

連
携

教
育

の
取

組
を

通
し

て
>

-23-
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本
市

が
目

指
す

「
１

５
歳

の
姿

」

「
故

郷
に

誇
り

と
愛

情
を

持
ち

、
志

高
く

、

協
働

し
て

未
来

を
切

り
開

く
人

」

こ
の

１
５

歳
の

姿
を

全
て

の
学

校
が

共
有

し
、

義
務

教
育

９
年

間
を

見
通

し
た

指
導

を
充

実
さ

せ
る

た
め

に
、

市
内

３
中

学
校

区
内

で
小

中
連

携
教

育
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

学
区

内
の

小
中

学
校

が
連

携
を

密
に

す
る

こ
と

で
、

増
加

傾
向

に
あ

る
不

登
校

児
童

生
徒

の
減

少
と

、
学

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
を

大
き

な
目

標
と

す
る

。
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協
同

的
な

学
び

の
充

実

指
導

主
事

学
校

訪
問

を
生

か
し

た
授

業
づ

く
り

小
学
校
や
中
学

校
の

校
種

や
学

区
を

越
え

て
、

一
つ
の
授
業
に
つ

い
て

教
員

が
深

く
語

り
合

う
姿

。
他
校
の
良
い
授

業
を

自
分

と
自

校
の

授
業

に
積

極
的
に
生
か
そ
う

と
す

る
真

剣
な

態
度

。

-25-



３
つ

の
中

学
校

区
を

そ
れ

ぞ
れ

「
学

園
」

と
す

る
考

え

第
一

学
区

（
矢

本
第

一
中

学
校

、
矢

本
東

小
学

校
、

大
塩

小
学

校
、

矢
本

西
小

学
校

）
第

二
学

区
（

矢
本

第
二

中
学

校
、

大
曲

小
学

校
、

赤
井

小
学

校
、

赤
井

南
小

学
校

）
未

来
学

区
（

鳴
瀬

未
来

中
学

校
、

鳴
瀬

桜
華

小
学

校
、

宮
野

森
小

学
校

）

３
つ

の
中

学
校

区
を

「
第

一
学

区
」

「
第

二
学

区
」

「
未

来
学

区
」

と
呼

称
し

、
施

設
は

分
離

し
て

い
る

も
の

の
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
義

務
教

育
９

年
間

を
見

通
し

た
「

学
園

と
し

て
の

意
識

」
を

も
っ

て
指

導
支

援
に

あ
た

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
配

慮
し

た
。
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小
中

連
携

教
育

の
特

徴
的

な
取

組
未

来
学

区
（

小
中

連
携

教
育

推
進

モ
デ

ル
地

区
）

の
取

組
○

中
学

０
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
未

来
学

区
２

小
学

校
の

６
年

生
児

童
が

鳴
瀬

未
来

中
を

訪
問

し
、

中
学

校
の

教
科

担
任

か
ら

実
際

に
授

業
を

受
け

る
取

組
。

年
間

３
回

の
訪

問
で

計
６

教
科

の
授

業
を

受
け

る
。

○
加

配
教

員
を

活
用

し
た

中
学

校
教

員
に

よ
る

小
学

校
で

の
教

科
指

導
授

業
は

６
年

生
音

楽
科

（
年

間
5
0
時

間
・

週
１

～
２

時
間

）
を

担
当

。
中

学
校

教
諭

の
音

楽
専

科
指

導
に

よ
り

、
鳴

瀬
桜

華
小

、
宮

野
森

小
の

６
年

生
担

任
に

は
週

１
～

２
時

間
の

空
き

時
間

が
生

じ
、

教
材

研
究

等
の

時
間

確
保

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

○
ジ

ョ
ブ

・
カ

フ
ェ

児
童

生
徒

の
職

業
選

択
の

一
助

と
し

て
、

学
校

運
営

協
議

会
の

協
力

を
得

て
、

地
域

で
様

々
な

職
業

に
従

事
し

て
い

る
方

々
を

招
い

て
、

職
業

に
つ

い
て

知
る

体
験

学
習

。
未

来
中

１
・

２
年

生
と

小
６

児
童

が
参

加
。
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中
学

校
教

諭
が

小
学

校
実

技
教

科
の

指
導

（
令

和
６

年
度

～
）

（
未

来
中

音
楽

科
教

諭
が

鳴
瀬

桜
華

・
宮

野
森

両
小

の
６

年
音

楽
を

指
導

）
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子
ど

も
未

来
サ

ミ
ッ

ト

７
月

１
９

日
（

金
）

午
前

東
松

島
市

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

で
実

施

○
第

１
部

心
あ

っ
た

か
イ

ー
ト

こ
ろ

運
動

の
実

践
発

表
「

あ
い

さ
つ

・
清

掃
・

ご
み

拾
い

」
（

心
を

育
む

３
つ

の
取

組
）

「
デ

ジ
タ

ル
メ

デ
ィ

ア
・

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

チ
ャ

レ
ン

ジ
で

め
こ

ん
」

（
生

活
を

整
え

る
１

つ
の

実
践

）

第
一

学
区

４
校

の
取

組
を

そ
れ

ぞ
れ

発
表

第
二

学
区

・
未

来
学

区
に

つ
い

て
は

、
次

年
度

以
降

発
表
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子
ど

も
未

来
サ

ミ
ッ

ト

○
第

２
部

教
育

講
演

会
「

ス
マ

ホ
は

ど
こ

ま
で

脳
を

壊
す

か
」

東
北

大
学

加
齢

医
学

研
究

所
助

教
榊

浩
平

氏

デ
ジ

タ
ル

メ
デ

ィ
ア

の
使

用
と

学
力

の
関

係
に

つ
い

て
脳

科
学

の
分

野
を

専
門

に
研

究
を

行
っ

て
い

る
同

氏
の

講
演

を
開

催
し

た
。

ス
マ

ホ
や

Ｔ
Ｖ

ゲ
ー

ム
を

楽
し

ん
で

い
る

と
き

は
、

思
考

の
中

枢
と

な
る

前
頭

前
野

は
全

く
と

言
っ

て
い

い
ほ

ど
活

動
し

て
い

な
い

こ
と

、
な

が
ら

勉
強

で
３

時
間

勉
強

す
る

の
は

、
な

が
ら

勉
強

を
し

な
い

で
３

０
分

勉
強

す
る

の
と

ほ
ぼ

同
じ

程
度

の
学

力
し

か
身

に
つ

か
な

い
こ

と
等

、
貴

重
な

お
話

を
い

た
だ

い
た

。
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子
ど

も
未

来
サ

ミ
ッ

ト

○
第

３
部

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（
学

区
別

）
テ

ー
マ

「
で

め
こ

ん
が

さ
ら

に
効

果
を

あ
げ

る
に

は
ど

ん
な

取
組

が
効

果
的

か
」

各
学

校
や

各
学

区
で

の
様

々
な

取
組

で
成

果
を

上
げ

て
い

る
「

で
め

こ
ん

」
で

あ
る

が
、

で
め

こ
ん

そ
の

も
の

は
各

家
庭

で
の

実
践

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

各
グ

ル
ー

プ
で

さ
ら

に
効

果
が

上
が

る
取

組
を

話
し

合
っ

た
。

グ
ル

ー
プ

で
の

話
し

合
い

は
、

中
学

生
が

上
手

に
リ

ー
ド

し
な

が
ら

、
各

学
校

の
実

態
、

解
決

策
、

こ
れ

か
ら

の
取

組
に

つ
い

て
話

し
合

っ
た

。
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子
ど

も
未

来
サ

ミ
ッ

ト

○
第

４
部

全
体

会
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
の

結
果

を
全

体
で

共
有

○
未

来
サ

ミ
ッ

ト
初

の
試

み

今
回

の
サ

ミ
ッ

ト
は

夏
休

み
前

の
開

催
と

い
う

こ
と

で
、

代
表

児
童

生
徒

以
外

は
学

校
に

残
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

サ
ミ

ッ
ト

の
様

子
を

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
を

行
っ

た
。

対
象

は
原

則
と

し
て

小
５

児
童

か
ら

中
３

生
徒

ま
で

と
し

た
。
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子
ど

も
未

来
サ

ミ
ッ

ト

5.
2

5.
8

5.
1

5.
4

5.
8

6.
1

4.
2

4.
6

29
.5

22
.7

27
28
.7

59
.5

65
.3

63
.7

61
.2

010203040506070

第
１
部

講
演
会

全
体
会

司
会
進
行

オ
ン

ラ
イ

ン
で

視
聴

し
た

児
童

生
徒

の
感

想

良
く
な
い

あ
ま
り
良
く
な
い

や
や
良
い

良
い
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